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あらまし：初対面時の第一印象形成における、印象形成者の内面思考について、インタビュー実験におけ

る被験者の発話内容を使用した M-GTA 分析およびモデル構築を行った。その結果、自尊感情との実証的

な関連性については得られなかったものの、モデル構築を通して初対面時における人間の内面作用過程

を明らかにすることができた。 
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1. はじめに 
第一印象は、初対面の人間と良好な関係を築くた

めに極めて重要な要素である。従来の第一印象研究

では、交流する他者の外面的要素について着目され

ることが多かった。本研究では、交流する他者の外

見的要素ではなく、印象形成者本人の内面的作用の

プロセスと要因に着目する。内面的要素として、本

研究では主に自尊感情を扱う。自尊感情とは、「自己

のもつ価値基準に照らし合わせ、自分をどれだけ肯

定的・否定的にみるかといった自己評価・自己概念

の評価的側面」(1)として定義される。自己の価値基準

が人間の根底にあり、それらが他者を評価する際に

も寄与しているのではないかと考えた。また、対人

交流時における人の「演技/キャラ的な振る舞い」の

側面についても取り扱う。 
 

2. 第一印象形成時における先行研究に基づい 

た内面作用仮説モデル構築 
第一印象形成場面における、印象形成者の内面的

作用について、諸般の先行研究の知見(2)(3)をもとに

第一印象形成時における内面作用モデルを作成した。

先行研究を基にモデルを作成し、その後このモデル

を検証するための実験を行った。 

 

3.  7 日間アンケートを通じた自尊感情の変動 

性測定調査とインタビュー実験に基づい 

たモデル検証 
 先行研究を基にして構築された仮説モデルについ

て、それを検証することを目的とした調査実験を行

った。この調査実験は 2 段階で行われた。1 段階目

では 7 日間のアンケート調査、2 段階目では文章上

で示された架空の人物像に対する印象評価とその理

由を尋ねるインタビュー実験を実施した。それらの

結果に基づく考察については、総合考察の章にて記

載する。 

3.1  7 日間アンケート調査概要 

 5 名の被験者に対して７日間、その日に起きた出

来事と評価、自尊感情尺度について回答を求めた。 

3.2  7 日間アンケートの調査結果 

 被験者の自尊感情得点について、得点の推移をグ

ラフとして表した(図 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：自尊感情得点推移グラフ 

 

 自尊感情得点について、強く変動する被験者が 2

名見受けられた。その 2 名について、自尊感情得点

が大きく変動する理由を探るため、アンケート内で

尋ねた、回答日当日の印象的な出来事とその理由に

ついての回答内容を確認した。その結果、一方の被

験者は日々の具体的な印象から影響を受けているこ

とが示唆され、もう一方の被験者は日々の抽象的な

印象から影響を受けていることが示唆された。 

3.3  架空人物像の文章刺激提示に対する印象評価 

実験概要 

7 日間アンケート調査に参加した 5 名に、引き続

き参加を要請した。実験では、自尊感情尺度を含め

た 3つの尺度についての回答を求め、また、先行研

究(3)をもとに作成した 8 つの架空の人物像に対する

印象評価とその理由をインタビュー形式で尋ねた。

インタビューにおける被験者の発話内容について、

M-GTA 分析を行い、そこで検出したカテゴリーを使
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用したモデル構築を行った。 

3.4  M-GTA 分析に関する実験結果 

 被験者の発話内容について、カテゴリー化を行っ

た。今回のカテゴリー化では、合計 4段階(最小カテ

ゴリー：33 個、小カテゴリー：21個、中カテゴリー：

8 個、大カテゴリー：3 個)に分類した。大カテゴリ

ーの例として、「他者への姿勢」「自身の姿勢」「実際

の交流姿勢」が挙げられる。中カテゴリーの例とし

て、「他者への高評価」「他者への低評価」「他者への

フラットな評価」「交流姿勢」「交流における場面想

定」「配慮姿勢」「個人特性要因」「自己認識過程」が

挙げられる。 

 

4. M-GTA 分析に基づくモデル構築 
M-GTA 分析による 4 段階のカテゴリーを用いた

モデル構築を行った(図 2)。実験によって構築したモ

デルについて、主要な二箇所についての考察を行う。 
 
 
 
 
 
 

 
図 2：第一印象形成時の内面作用モデル概観 

 
4.1  初対面時交流姿勢規定モデルの構築 

 初対面時に他者と交流する際の自身の振る舞いを

規定する過程について、モデル構築を行った(図 3)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3：初対面時交流姿勢規定モデル  
 

初対面時に他者と交流する際の、自身の交流姿勢

を規定する際に、大きく分けて「他者配慮的行動」

「個人特性起因行動」の 2 要因が働いていると考え

た。前者について、その下位カテゴリーには「思慮」

「丁寧」が検出された。後者について、その下位カ

テゴリーには「積極性」「消極性」「嗜好」が検出さ

れた。特に前者については、既に関係性が構築され

た他者と交流するような場面とは異なる、初対面時

において特異に影響を及ぼす要因だと考えられる。

他者配慮的な行動姿勢は、既存の関係性のある他者

と交流する際には、その非自己開示的要素が交流に

消極的であるという印象を与え、マイナスな印象形

成につながる恐れがある。しかし初対面時において

は、社会性のある礼儀正しい印象として、ポジティ

ブな印象形成になり得る。このことから、「他者配慮

的行動」は初対面時に特異に優先される交流姿勢に

なると考えた。 
4.2  対人評価生成過程モデルの構築 

 初対面時に交流した他者に対して、評価を生成す

るまでの過程について、モデル構築を行った(図 5)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4：対人評価生成過程モデル 
 

図 4 において丸で示されているものが、他者を認

識する際の要素である。この要素は、一方向的に高

評価や低評価に起因するのではなく、高評価や低評

価に繋がり得る可能性を孕んでいることがある。特

に、交流する相手の「個性」的な要素については、

その可能性を多く含む。「個性」の要素を認識するこ

とで、それが相手の「能動性」「ムードメーカー行動」

としてポジティブに作用する場合もあれば、反対に

「独自性」「両犠牲」「相手への配慮の必要」として

ネガティブに作用すると考えられる。 
 
5. まとめと今後の展望  
本研究では、第一印象形成時における印象形成者

の内面作用についてのモデルの構築を行なった。初

対面時における自尊感情得点との関連については実

証的な結果は得られなかった。しかし、モデル構築

によって初対面時における人間の内面作用過程が明

らかになった。今後の課題として、印象形成場面で

の初対面時という枠組みの除去や、サンプル数を増

やした定量的手法を用いた分析の実施、尺度測定時

における回答条件の詳細な選定の実施による発展性

が挙げられる。 
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